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21 世紀 前 半 、 人 類 は 過去 に 経験 し た こと の な い 規 模 の 都市 化 を 目の当たり に し て いる 。 


総合 ラシン キング ・ ス コア 先進 国 の 多く で 都市 人 口 の 拡大 が 横ばい 状態 に な る 中 、 特 に 急速 な 都市 化 が 見 られ る 
の は 新興 国 の 都市 だ 。 新 興国 の メガ シテ ィ に は 、 未 健 有 の 人 口 集 中 が 進む 中 で 都市 の 
1 』 東京 92.0 安全 性 を 確保 ・ 向 上 する こと が 求め られ て いる 。 
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14 ロン ドン 85.7 資料 : https://population.un.org/wup/DataQuery/ 
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テロ リズ ム ・ 気 候 変 動 と いっ た 問題 へ の 関心 の 高まり に より 、 都 市 の 安全 性 に 対す る アプ ロー チ は 近年 変 
化し て いる 。 特 に 自然 災害 ・ 人 為 的 災害 が も た ら す 影響 を 吸収 し 回 復 する 能力 、 つ まり レジ リエ ンス と いう 
考え 方 の 重要 性 が ます ます 認識 され る よう に な っ て いる 。 
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2019 年 版 Safe Cities Index で 
新た に 追加 され た レジ リエ ンス 関連 指標 


都市 内 の 救急 サー ビス 


航空 運輸 施設 


18 ウェ 〒 ェ リンド ング チョ ーー リヒ 845 


20 香港 83.7 


21 ダラ ス 83.1 


22 周 台 北 825 市 民 に と っ て 重要 な の は 、 政策 より も 


結果 と し て の 安全 性 だ 。「 体 感 的 な 安全 
性 」 と 暴力 ・ 軽 犯罪 発生 率 は 高い 相関 
率 を 示し た 。 た だ "個人 の 安全 性 "カテ ゴ 
リー で 上 位 に ラン ク さ れ た 都市 は 、 警察 
⑳ 関 胡 レ 人 中 ゴミ ュ 語 ニレ バル の 芝 
回 活動 、 デ ー タ 活用 型 防犯 対策 と いっ た 
政策 関連 指標 で 満点 を 獲得 し て いる 。 
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今回 の 調査 で 見 られ た 特徴 の 
ー つ は 、 ラ ン キ ング 上 位 都 市 
の スコ ア 差 が 非常 に 少な く 、 
その 他 都 市 で は 大 き な 差 が 見 
られ た こと だ 。 


交 公 性 に まつ わる 要因 は 密接 に 関連 し て いる 


サイ バー セキ ュ リ ティ 、 医療 ・ 健 康 環境 、 イ ン フ ラ 、 個人 と いう 4 つの カテ ゴリ ー で 都市 の 安全 性 を 
検証 する Safe Cities Index 2019 で は 、 様々 な 要因 の 密接 な 相関 関係 が 浮き 彫り に な っ て いる 。 一 つ 
の カテ ゴリ ー で 高 ス コア を 獲得 し た 都市 は 、 他 の 分 野 で も 高い パフ ォ ー マ ンス が 目立つ 。 また 、 一 つの 
カテ ゴリ ー で 投資 を 行え ば ( 例 : サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 ) 、 あら ゆる 分 野 で の 安全 性 強化 に つなが る 
可能 性 が ある 。 同様 に ある 領域 の 問題 が 、 そ の 他 分 野 で の 安全 低下 に つなが る 恐れ も ある 。 
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災害 リス ク と 都市 計画 


38 』 クウ ェ ー ト シテ ィ 645 災害 リス ク を 都市 レベ ル で も 考慮 に 入れ た 計画 を 実践 する 都市 は 


わずか 2 5 都市 で 北京 ・ 上 海 を 除く すべ て が 先進 国 の 都市 だ っ た 。 
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都市 の 安全 性 強化 に 経済 力 は 不可 欠か ? 


いく つか の 理由 か ら 、 必 ず し も そう と は 言え な い 。 新興 国 に ある 都市 の 多く は 、 大 規模 投資 
を 必要 と する 分 野 の みな ら ず 、 低 コス ト で 実現 可能 な 分 野 に つい て も スコ ア が 低調 だ 。 こ の 


結果 に は 、 リ ソー ス の 制約 だ け で な く 、 取 り 組 み へ の 積極 性 が 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 
都市 の 安全 性 強化 に 向け た 方 策 の 中 に は 、 予 算 規模 より も 創造 性 が 求め られ る 取り 組み が 
数 多く 存在 する 。 
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低 コ スト で 実現 可能 な 安全 性 強化 策 の 例 
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個人 の 安全 性 イン フラ の 安全 性 医療 ・ 健 康 環境 の 安全 性 呈 サイ バー セキ ュ リ ティ 都市 の レジ リエ ンス 
人 ・ 街 灯 の 整備 拡大 ・ 適 切な 路面 標示 ・ 予 防 接 種 を は じ め と す |・ 安 全 性 の 高い パス ワー ド |・ 自 然 環境 の 持つ 洪水 防 
。 ユー ザー が 安全 性 を 評価 中 ・ 洪 水 多発 地域 に お ける る 低 所 得 地域 で の 取り の 設定 な ど が 習慣 的 に 行 時 止 能力 を 保護 ・ 活 用 
する アプ リ の 開発 。 市 民 目 建築 基準 の 徹底 組み 拡充 われ る セキ ュ リ ティ 文化 ( 例 : マ ング ロー ブ 林 ) 
や 自治 体 と 危険 性 の 高い 置 。 既存 イン フラ 利用 の 効率 四 ・ 汚 染 レ ベル に 関す る の 醸成 ・ 近 隣 住民 向け の イベ ント 
地域 に 関す る 情報 を 共有 目 化 に 向け た テク ノロ ジー デー タ の 収集 ・ サ イ バ ー 攻 撃 発生 時 の 情 明 開催 な ど を 通じ た 社会 的 
57 カラ チ 435 で きる 。 の 活用 報 共有 レジ リエ ンス の 強化 
・ 監視 活動 
ヽ ド ゃ 、 性 ヾ ーー — ト に い ーー へ > \ 
58 ヤシ ゴン 419 透明 性 は 経済 力 と 同様 の 影響 を 都市 の 安全 性 に 及ぼ す 。 特 に レジ リエ ンス の 強化 
ュー \ テテ た へ ゝ 喧 = = 
と いう 側面 で は 、 透 明 性 向上 の 優先 度 は は る か に 高い 。 政 府 ・ 自 治 体 が 説明 責任 
を 備え て いれ ば 、 予 算 の 制約 が ある 都市 で も 効果 的 な 安全 性 強化 が 可能 だ 。 
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60 ラゴス 381 民主 主義 体制 の 経験 平均 寿命 向上 


(政治 体制 の 変化 が な い 場 合 と 比較 ) 


資料 : https://www.thelancet.com/journals/lancet/article/PIIS0140-6736(19)30235-1/fulltext 


